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配・瓜治されていたものと考えられている (圖 1)。年は，シムズ=ウィリアムス N.
Sims-Williams によってアフガニスタンのルーイ Rūy 地域に由來するとされる一連のバ














廢絕し，その直後からロシア語で замокや кёшк，あるいは крепостьなどと呼ばれる單
獨の宮殿，小型)塞が出現しはじめることをもって，古代奴隸制から中世封円制への過
渡	に入るという假說が廣く+張されてきたのである［Седов 1987 : 114-116 ; Аннаев







會危機と呼べるような極端な變が 4 世紀後'から 5 世紀に起こったわけではないこ





カラ・テパ Kara Tepa は，現ウズベキスタン，テルメズの北西郊外に/在する佛敎0
2 ) 日本語によるの硏究では，一連のバクトリア語書に登場する地名についての宮本亮
一の論がある［2012］。
3 ) ドゥ・ラ・ヴェシエール E. de la Vaissièreも，こうした舊ソ連圈の硏究を基本に1け入れて




ると+張することで，そうした從來の見解を否定している［2002 : 203］。R 14) も參照。
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跡群で，すでに 80 年い#査の歷がある。特に，1961 年から繼續に行われたスタ






















北丘の發掘は，長邊でE 22.4 m を測る方形基壇が殘る大型ストゥーパ，それを圍む祠堂
列，中庭を圍む多數の小部屋を持つ方形僧9，その他の奉獻ストゥーパを"う地上寺院

























書の書體からあるP度の年代を推定できる陶片が 213點存在し，そのうち 5 世紀以影の
可能性が高いのは 8點のみである。この點からも，カラ・テパの佛敎寺院としての活動
が，5世紀以影Q激に衰していることが裏付けられる。ただし，報吿者自身は 4世紀後
'以影の斷絕を3めず，寺院は 7 世紀まで活動を繼續していたとする［Fussman 2011,




ファヤズ・テパ (圖 3) は，カラ・テパの北北東E 1 km に/在する單獨の佛敎寺院址
で，長邊E 18 m の方形基壇を持つストゥーパと，中庭を圍む多數の小部屋を持つ方形僧









チは多くが 5 世紀以影に-られたものとされる［Le Berre 1987］。したがって，カラ・テ
パへのスキンチのX入も 5 世紀以影である蓋然性が高いが，當然のことながら個別に檢討
する餘地は殘されており，斷定はできない。
↗6 ) フュスマンの報吿による［Fussman 2011 vol. 1 : 24-25］。これまで，このストゥーパはZ











圖 3 ファヤズ・テパの面圖 (Fussman 2011 : Planche 21 を一部改變)
この 2〜3 世紀頃の改修に"うものであり，廢絕時	は墨書の書體から西曆 400 年頃とい
う［Fussman 2011, vol. 1 : 25］。この廢絕時	については，墨書の書體以外には決め手が
なく，カラ・テパや_に述べるダルヴェルジン・テパ第 2 佛敎寺院ほどには確にでき












7 ) ここでは，クシャノ・サーサーン國王の名稱およびB年について，Cribb の硏究によって
いる［Cribb 1990 ; 2010］。
8 ) 實際，この供養者宴は，長くウズベキスタンの考古學を牽引しているルトヴェラーゼ Е. В.
Ртвеладзеによってアレクサンドロス大王として紹介されている［ルトヴェラゼ 2006］。
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Ртвеладзе и др. 1978］。佛敎寺院は 2か/確3されており，特にシャフリスタン內に存
在する「第 2 佛敎寺院址」(DT-25) は，創價大學とウズベキスタンの共同#査eによっ
て發掘され［創價大學B 1996 ; 2012］，多くの佛敎彫宴 (すべて泥宴) が出土したことで知
られている。これらの彫宴の年代 (すなわち DT-25 が佛敎寺院として機能していた時	) につ
いては，3〜4 世紀頃か，あるいは 5世紀以影かという議論があったが，現在は 3〜4 世紀







ある［創價大學B 2012 : 228-237］。これにより，DT-25 が佛敎寺院として機能していた







Ртвеладзе и др. 1978 : 90-97］，フヴィシュカ創円を記するバクトリア語碑が出土し
たことで知られるアイルタム Airtam［Pugachenkova 1991/92］，ザール・テパ Zar Tepa
都城址の內外にあった佛敎寺院址［ピダエフ 2001］，カフィルニガン川下液のウシュトゥ
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クヨフクルガン Kuyovkurgan は，テルメズの北E 25 kmに/在する0跡であり，これ
までは中世封円制の開始を畫する典型な0跡として 5 世紀'ばに円-されたと考えら
れてきた［Аннаев 1988 : 40, 60］。しかしながら，この0跡の下層から出土した土器が
7 世紀以影のb料である點については，かつて拙稿で述べたとおりであり［岩井 2004 :
8-9］，5世紀'ばの年代を與えるのは難しい。
加えてアンナエフ Т. Д. Аннаевは，この0跡の年代を推定するにあたって，出土した




そこで，ディルベルジン・テペの佛敎寺院 (發掘區 VI) の樣相を確3しておきたい
［Клугликова и Пугаченкова 1977 : 61-90, 塑宴は рис. 64, 65］。長邊方向でE 21 m を
測るこの07には 4 つの層位な円築	が3められ，佛敎寺院が屬するのは後'の時	
であるという。ここでは，報吿された面圖 (圖 5) に從って，古い円築	を第 I	，怨
しい円築	を第 IV	と呼んでおく9)。問題となる塑宴が出土したのは部屋 2 であり，そ
の周圍を7成しているのはZ (つまりもっとも怨しい) 第 IV	に7築された壁である。
同じ時	に機能していたのが部屋 3・部屋 7 であり，部屋 7 については，それより古い時
	に円-された部屋 4 を含みJむ形になっている。部屋 1 は第 IV	にも機能しているが，
その7築は第 III	で，部屋 4 と時	にm行する。
佛敎寺院および問題の塑宴が/屬する第 IV	の年代を決めるにあたって，その參考に
なる07・0物が，一段階古い第 III	に屬する部屋 4 と部屋 1 から出土している。まず
9 ) ただし，この層位の名稱は報吿の後'で說もなく變される (pp. 83-84)。そこでは，
「佛敎寺院には少なくとも三つの円築	」が存在し，「佛敎寺院が機能していたのは第 III










れており (R 5) を參照)，第 III	の年代の上限を示唆する。




ば，第 III	がすでに 7 世紀頃に屬していると考えられ，第 IV	 (佛敎寺院および塑宴)
の上限もその頃に設定しうることとなる10)。
10) 出土07・0物の狀況に係わらず，ディルベルジン・テペの佛敎0跡がこれまで 5 世紀後
'に位置づけられてきたのは，そもそもこの都城址C體がエフタルの襲來によって 5 世紀
後'にZ焉をpえると考えられているからである。ドゥ・ラ・ヴェシエールもこの見解を
1け入れているが［de la Vaissière 2005 : 102］，拙稿では都市の繼續の可能性を指摘した
［岩井 2003 : 52］。
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ザール・テパ Zar Tepa は，テルメズの北方E 26 kmに/在する都城址である。その城
塞 (あるいは宮殿) 部分は，4 世紀後'から 5 世紀初頭のシャフリスタンの放棄［ピダエ














［Альбаум 1960 : 19 ; ピダエフ 2001 : 36-37］。カラ・テパの北丘からは出土している型式
の土器であるが (加DB 2002 : 31)，南丘の禮拜堂の墓地に一括埋qされていた土器群には








により，1996 年から怨たな發掘#査が行われており，上層の 6〜8 世紀に屬する07・


































シャープール 2世によるx征 (4 世紀後')12)，複數のy牧民集團の移動 (4 世紀後'？)13)，
エフタルによる荏配の開始 (5 世紀'ば) など，大きな畫	になりうる事象をいくつか擧
げることは可能である。しかし，こうした政治に係わるような畫	と，考古學0跡
の動態における畫	が必ずしも一致しているわけではない點はfzを)する。さらに，




12) 西曆 380 年頃に，バクトリア語書の日付表記において}名がバクトリア語から中	ペル
シア語に替わる事實は，4 世紀後'の南バクトリアにおいてサーサーンの影U力が增大
していたことを示すと見て問題なかろう［Sims-Williams 2002 ; 宮本 2012 : 437-436］。
13) キダーラやアルハン，エフタルなどを含みJんだy牧民集團が 4 世紀後'頃に北方からソ
グド，バクトリア地域にv入した可能性については，ドゥ・ラ・ヴェシエールが指摘し
［de la Vaissière 2005 ; 2007］，多くの硏究者が基本に同zしている［Alram and Pfisterer
























においてサーサーンの影U力が增大していると思われるが (R 12) を參照)，貨<學
な硏究によれば，さらにこの時	にキダーラがバクトリアで勃興し，ヒンドゥークシュ
南側ではアルハン・フンがカーブルにあるサーサーンの貨<鑄-/を奪って獨自の貨<
を發行することが指摘されている［Alram and Pfisterer 2010］。つまり，ヒンドゥーク
シュ南北の關係が，クシャーン	ほどには一體となっておらず，大ガンダーラ方面か
らバクトリア地域へと至るj路15)を使用した易が，一時に衰した可能性がある







る［桑山 1985 ; 1990］。










という點に關する硏究は，特に年になって多く行われている［Juliano and Lerner 2001 ;



















16) シャープール 2 世がキリスト敎徒に對して嚴しいを行ったことから，佛敎に對しても
同樣にがあったのではないかと考える向きもあるかもしれないが，それを實證するb


















性や［de la Vaissière 2005 ; 2007］，その影Uがぶ範圍內については複數の王によって分
割瓜治されていた可能性が指摘されているが［Melzer 2006 ; Alram and Pfisterer 2010］，
いずれにしろ 5 世紀後'以影にヒンドゥークシュ山W南北が瓜一に荏配され，その範










17) キダーラ勃興の年代が貨<學者たちの提唱する 4 世紀後'だった場合，彼らがスワートを
經由するルートによって山Wの南北を繫ぐのはさらに早い時	となり，バクトリアにおけ
る佛敎寺院の荒廢は非常に短い時閒だった可能性が高まることになる。
18) エフタルによる廣がりは，年の影山悅子の一連の硏究に詳しい (2007 ; 2011 など)。
吉田豐は，こうした狀態を「エフタルの和」と呼んでいる。
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るのみである。
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Temporal Decline of Buddhist Sites in Bactria
Shumpei IWAI
According to archaeologists of the former Soviet Union, a serious social crisis struck
the Bactria region in the latter half of the 4th century, the so-called “early medieval
period”, which means a transitional phase from the ancient slave society to the medieval
feudalism. This article examines this hypothesis.
First, we check the archaeological data concerning Buddhist sites in Bactria. At Kara
Tepa in Uzbekistan, we can date the life of the sites by investigating the pottery and coins.
Those archaeological data indicate that a broad area was used for burial sites at the end of
the 4th century. The same decline could be observed in the latter half of the 4th century at
the second Buddhist temple of Dalʼverjin Tepa, where we can safely date the end of the
usage of the building as a Buddhist site by the radiocarbon dating and the analysis of the
pottery excavated from the floor. Although the examples we have are not exhaustive, we
do not find so far any evidence that demonstrates the continuity of other Buddhist temples
in Bactria beyond the end of the 4th century.
Second, we review ancient cities and forts in the region in question. Some
archeologists of the former Soviet Union said that almost all cities had declined by the end
of the 4th century and new, small castles or fort-like buildings appeared in the 5th century,
which marked the beginning of medieval feudalism. However, from the archaeological
point of view, there remain cultural layers of the 5th century at Dalʼverjin Tepa and Zar
Tepa. In addition, Kuyovkurgan and the citadel of Zar Tepa, both said to be typical
fort-like buildings appearing in the middle of the 5th century, turn out to have been
constructed in the 6th-7th centuries judging from the pottery assemblage. Thus, we can
say that the collapse of old cities and the emergence of new fort-like buildings werenʼt
concentrated in the latter half of the 4th and the 5th centuries.
As seen above, the archaeological data suggest that it is difficult to suppose the
existence of a “social crisis” in the whole Bactria region. Why then did only Buddhist sites
temporarily decline in the latter half of the 4th century? From recent studies, we know
that several political powers such as Sasanians, Kushano-Sasanians, Alkhans and Kidaras
entered into Bactria and Gandhara after the collapse of the Kushans. Presumable conflicts
and struggles among those powers could have prevented regular connections, which had
been maintained theretofore, between the north and the south of the Hindukush. This
means that the influence of Gandharan Buddhism no longer reached Bactria through the
traditional trade routes. Moreover, we can easily imagine that the rulers of Bactria at the
end of the 4th century (presumably Sasanians judging from Bactrian documents) had no
interest in Buddhism. In this way, Bactrian Buddhism lost its patrons and gradually
declined because of political and economic problems.
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Kābul in the Premodern Period :
Historical Shifts of the Regional Center in Eastern Afghanistan
Minoru INABA
There is much obscurity in the history, especially the pre-modern history, of Kabul,
the present capital of the Islamic Republic of Afghanistan. In this paper, an attempt has
been made to elucidate as much as possible the history of the city from ancient times up to
the 18th century, by integrating the results of the researches on the literary sources, the
analyses of archaeological materials, and numismatic studies. As a result, though still
provisional, the following conclusions have been attained : 1) In eastern Afghanistan, the
regional center shifted according to the politico-military setting among three historical
cities, that is, Kābul, Kāpiśī, which was located at the archaeological site of Begram about
50 km by map to the north of Kābul, and Ghazni, which is located 140 km to the southwest
of Kābul and flourished from the end of the 10th century as the royal capital of the
Ghaznavid empire. 2) Those shifts of the politico-economic center of the region had
been related to the geographical circumstances characterized by presumably limited
agricultural production and enormously vigorous mercantile activities.
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